
2023年 10月 1日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒102番（旧 13番） 

『神のひとり子』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 3:3~5,15~19節（MM姉） 

『イエスは答えて言われた。「はっきり言っておく。人は、新たに生まれなければ、神の国を見ることはでき

ない。」ニコデモは言った。「年をとった者が、どうして生まれることができましょう。もう一度母親の胎内に

入って生まれることができるでしょうか。」イエスはお答えになった。「はっきり言っておく。だれでも水と霊

とによって生まれなければ、神の国に入ることはできない。 

 

それは、信じる者が皆、人の子によって永遠の命を得るためである。神は、その独り子をお与えになったほど

に、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。神が御子を世に遣わ

されたのは、世を裁くためではなく、御子によって世が救われるためである。御子を信じる者は裁かれない。

信じない者は既に裁かれている。神の独り子の名を信じていないからである。光が世に来たのに、人々はその

行いが悪いので、光よりも闇の方を好んだ。それが、もう裁きになっている。』 

 

礼拝讃美歌⇒458番 

『ある夜の司の一人』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 6:38~40節（TM兄） 

『わたしが天から降って来たのは、自分の意志を行うためではなく、わたしをお遣わしになった方の御心を行

うためである。わたしをお遣わしになった方の御心とは、わたしに与えてくださった人を一人も失わないで、

終わりの日に復活させることである。わたしの父の御心は、子を見て信じる者が皆永遠の命を得ることであり、

わたしがその人を終わりの日に復活させることだからである。」』 

 



礼拝讃美歌⇒265番（旧 71番） 

『君召さずば』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒120番（旧 199番） 

『丘の上に立てる十字架』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒出エジプト記 12章 01~14節（EK兄） 

『エジプトの国で、主はモーセとアロンに言われた。「この月をあなたたちの正月とし、年の初めの月としな

さい。イスラエルの共同体全体に次のように告げなさい。『今月の十日、人はそれぞれ父の家ごとに、すなわ

ち家族ごとに小羊を一匹用意しなければならない。もし、家族が少人数で小羊一匹を食べきれない場合には、

隣の家族と共に、人数に見合うものを用意し、めいめいの食べる量に見合う小羊を選ばねばならない。その小

羊は、傷のない一歳の雄でなければならない。用意するのは羊でも山羊でもよい。それは、この月の十四日ま

で取り分けておき、イスラエルの共同体の会衆が皆で夕暮れにそれを屠り、その血を取って、小羊を食べる家

の入り口の二本の柱と鴨居に塗る。そしてその夜、肉を火で焼いて食べる。また、酵母を入れないパンを苦菜

を添えて食べる。肉は生で食べたり、煮て食べてはならない。必ず、頭も四肢も内臓も切り離さずに火で焼か

ねばならない。それを翌朝まで残しておいてはならない。翌朝まで残った場合には、焼却する。それを食べる

ときは、腰帯を締め、靴を履き、杖を手にし、急いで食べる。これが主の過越である。その夜、わたしはエジ

プトの国を巡り、人であれ、家畜であれ、エジプトの国のすべての初子を撃つ。また、エジプトのすべての神々

に裁きを行う。わたしは主である。あなたたちのいる家に塗った血は、あなたたちのしるしとなる。血を見た

ならば、わたしはあなたたちを過ぎ越す。わたしがエジプトの国を撃つとき、滅ぼす者の災いはあなたたちに

及ばない。この日は、あなたたちにとって記念すべき日となる。あなたたちは、この日を主の祭りとして祝い、

代々にわたって守るべき不変の定めとして祝わねばならない。』 

 

聖書⇒創世記 11:31~12:5節 

『テラは自分の息子アブラム、ハランの息子で自分の孫であるロト、息子アブラムの妻である嫁のサライを連

れてカルデアのウルを出発し、カナンの地に向かった。彼らはハランまで来て、そこに住んだ。テラの生涯は

二百五年であった。テラはハランで死んだ。主はアブラムに言われた。「あなたは生まれた地と親族、父の家

を離れ／私が示す地に行きなさい。私はあなたを大いなる国民とし、祝福し／あなたの名を大いなるものとす

る。／あなたは祝福の基となる。あなたを祝福する人を私は祝福し／あなたを呪う人を私は呪う。／地上のす

べての氏族は／あなたによって祝福される。」アブラムは主が告げられたとおりに出かけて行った。ロトも一

緒に行った。アブラムはハランを出たとき七十五歳であった。アブラムは妻のサライと甥のロトを連れ、蓄え



た財産とハランで加えた人々を伴い、カナンの地に向けて出発し、カナンの地に入った。』 

 

聖書⇒ルカによる福新書 15:11~13節 

『また、イエスは言われた。「ある人に息子が二人いた。弟の方が父親に、『お父さん、わたしが頂くことにな

っている財産の分け前をください』と言った。それで、父親は財産を二人に分けてやった。何日もたたないう

ちに、下の息子は全部を金に換えて、遠い国に旅立ち、そこで放蕩の限りを尽くして、財産を無駄遣いしてし

まった。』 

 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 5:1~11節（NH兄） 

『このように、わたしたちは信仰によって義とされたのだから、わたしたちの主イエス・キリストによって神

との間に平和を得ており、このキリストのお陰で、今の恵みに信仰によって導き入れられ、神の栄光にあずか

る希望を誇りにしています。そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたしたちは知っているのです、苦

難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生むということを。希望はわたしたちを欺くことがありません。わ

たしたちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注がれているからです。実にキリストは、わ

たしたちがまだ弱かったころ、定められた時に、不信心な者のために死んでくださった。正しい人のために死

ぬ者はほとんどいません。善い人のために命を惜しまない者ならいるかもしれません。しかし、わたしたちが

まだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために死んでくださったことにより、神はわたしたちに対す

る愛を示されました。それで今や、わたしたちはキリストの血によって義とされたのですから、キリストによ

って神の怒りから救われるのは、なおさらのことです。敵であったときでさえ、御子の死によって神と和解さ

せていただいたのであれば、和解させていただいた今は、御子の命によって救われるのはなおさらです。それ

だけでなく、わたしたちの主イエス・キリストによって、わたしたちは神を誇りとしています。今やこのキリ

ストを通して和解させていただいたからです。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 3:28節 

『なぜなら、わたしたちは、人が義とされるのは律法の行いによるのではなく、信仰によると考えるからです。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒399番（旧 131番） 

『みふみをひもとく』 

 

 

 

《建徳要旨》 


